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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アミノ酸配列ＬＫＫＴＥＴもしくはその保存的変異体、ＬＫＫＴＮＴもしくはその保存
的変異体、ＫＬＫＫＴＥＴ、ＬＫＫＴＥＴＱ、サイモシンβ４（Ｔβ４）、Ｔβ４のイソ
型、類似体もしくは誘導体、Ｔβ４スルホキシド、Ｔβ４のＮ－末端変異体、Ｔβ４のＣ
－末端変異体、Ｔβ４ala、Ｔβ９、Ｔβ１０、Ｔβ１１、Ｔβ１２、Ｔβ１３、Ｔβ１
４、Ｔβ１５、ゲルゾリン、ビタミンＤ結合タンパク質（ＤＢＰ）、プロフィリン、コフ
ィリン、デパクチン、ＤＮａｓｅＩ、ビリン、フラグミン、セヴェリン、キャッピングタ
ンパク質、β－アクチニンあるいはアキュメンチンを含むペプチド剤、または、前記ペプ
チド剤の生産を刺激する刺激剤の、被験体の眼内圧亢進を治療するための医薬の製造にお
ける使用であって、
　前記医薬は、眼科的に許容され得る組成物として製剤されている、使用。
【請求項２】
　前記ペプチド剤は、アミノ酸配列ＫＬＫＫＴＥＴ、アミノ酸配列ＬＫＫＴＥＴＱ、Ｔβ
４、Ｔβ４のＮ－末端変異体、Ｔβ４のＣ－末端変異体またはＴβ４のイソ型を含む、請
求項１に記載の使用。
【請求項３】
　前記ペプチド剤はＴβ４を含む、請求項１に記載の使用。
【請求項４】
　前記組成物は水性媒体を含む、請求項１に記載の使用。
【請求項５】
　前記ペプチド剤は、前記水性媒体中に、約０．００１～１，０００ｍｇ／ｍＬの範囲の
濃度で存在している、請求項４に記載の使用。
【請求項６】
　前記眼内圧亢進は、緑内障によるものである、請求項１に記載の使用。
【請求項７】
　前記眼内圧亢進は、コルチコステロイドの使用によるものである、請求項１に記載の使
用。
【請求項８】
　被験体の眼内圧亢進を治療するための医薬を調製するために用いられる、アミノ酸配列
ＬＫＫＴＥＴもしくはその保存的変異体、ＬＫＫＴＮＴもしくはその保存的変異体、ＫＬ
ＫＫＴＥＴ、ＬＫＫＴＥＴＱ、サイモシンβ４（Ｔβ４）、Ｔβ４のイソ型、類似体もし
くは誘導体、Ｔβ４スルホキシド、Ｔβ４のＮ－末端変異体、Ｔβ４のＣ－末端変異体、
Ｔβ４ala、Ｔβ９、Ｔβ１０、Ｔβ１１、Ｔβ１２、Ｔβ１３、Ｔβ１４、Ｔβ１５、
ゲルゾリン、ビタミンＤ結合タンパク質（ＤＢＰ）、プロフィリン、コフィリン、デパク
チン、ＤＮａｓｅＩ、ビリン、フラグミン、セヴェリン、キャッピングタンパク質、β－
アクチニンあるいはアキュメンチンを含むペプチド剤、または、前記ペプチド剤の生産を
刺激する刺激剤であって、
　前記医薬は、眼科的に許容され得る組成物として製剤されている、ペプチド剤または刺
激剤。
【請求項９】
　前記ペプチド剤は、アミノ酸配列ＫＬＫＫＴＥＴ、アミノ酸配列ＬＫＫＴＥＴＱ、Ｔβ
４、Ｔβ４のＮ－末端変異体、Ｔβ４のＣ－末端変異体またはＴβ４のイソ型を含む、請
求項８に記載のペプチド剤または刺激剤。
【請求項１０】
　前記ペプチド剤はＴβ４を含む、請求項８に記載のペプチド剤または刺激剤。
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【請求項１１】
　前記組成物は水性媒体を含む、請求項８に記載のペプチド剤または刺激剤。
【請求項１２】
　前記ペプチド剤は、前記水性媒体中に、約０．００１～１，０００ｍｇ／ｍｌの範囲の
濃度で存在している、請求項１１に記載のペプチド剤または刺激剤。
【請求項１３】
　前記眼内圧亢進は、緑内障によるものである、請求項８に記載のペプチド剤または刺激
剤。
【請求項１４】
　前記眼内圧亢進は、コルチコステロイドの使用によるものである、請求項８に記載のペ
プチド剤または刺激剤。
【請求項１５】
　ｐＨが約６．８～８．１であり、かつ、アミノ酸配列ＬＫＫＴＥＴもしくはその保存的
変異体、ＬＫＫＴＮＴもしくはその保存的変異体、ＫＬＫＫＴＥＴ、ＬＫＫＴＥＴＱ、サ
イモシンβ４（Ｔβ４）、Ｔβ４のイソ型、類似体もしくは誘導体、Ｔβ４スルホキシド
、Ｔβ４のＮ－末端変異体、Ｔβ４のＣ－末端変異体、Ｔβ４ala、Ｔβ９、Ｔβ１０、
Ｔβ１１、Ｔβ１２、Ｔβ１３、Ｔβ１４、Ｔβ１５、ゲルゾリン、ビタミンＤ結合タン
パク質（ＤＢＰ）、プロフィリン、コフィリン、デパクチン、ＤＮａｓｅＩ、ビリン、フ
ラグミン、セヴェリン、キャッピングタンパク質、β－アクチニンあるいはアキュメンチ
ンを含むペプチド剤、または、前記ペプチド剤の生産を刺激する刺激剤を含有する組成物
の、被験体のドライアイ症候群を治療するための眼科的に許容され得る医薬の製造におけ
る使用。
【請求項１６】
　前記ペプチド剤は、アミノ酸配列ＫＬＫＫＴＥＴ、アミノ酸配列ＬＫＫＴＥＴＱ、Ｔβ
４、Ｔβ４のＮ－末端変異体、Ｔβ４のＣ－末端変異体またはＴβ４のイソ型を含む、請
求項１５に記載の使用。
【請求項１７】
　前記組成物は水性媒体を含む、請求項１５に記載の使用。
【請求項１８】
　前記ペプチド剤は、前記水性媒体中に、約０．００１～１，０００ｍｇ／ｍＬの範囲の
濃度で存在している、請求項１７に記載の使用。
【請求項１９】
　前記ペプチド剤はＴβ４を含む、請求項１５に記載の使用。
【請求項２０】
　前記組成物は、連日投与に適したものである、請求項１５に記載の使用。
【請求項２１】
　前記組成物は、１日２回以上の投与に適したものである、請求項２０に記載の使用。
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